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1. はじめに 

近年様々なセキュリティシステムが求められる中，可視

画像による個体認証技術だけではなく，赤外線や紫外線

を利用した画像による個体認証技術の開発も進められて

いる[1]． 

本研究では，紫外線カメラにより身近な様々な物体を

観察し，個体識別に利用可能な物体について検討を行

うことを目的とした． 

2. 紫外線画像による個体識別の要件 

可視画像では識別できず，紫外線画像で識別できる

情報を発見することができれば，肉眼で見えない堅牢な

画像識別技術を構築することができる． 

本研究では，200-400nm の画像を可視化するカメラを

利用してさまざまな対象物を撮影し，紫外線画像を利用

した固体識別に適した対象の検討を行った． 

3. 紫外線画像の取得 

紫外線画像は，室内照明では十分な光量が得られな

いため，紫外線照明を照射して画像を取得することにし

た．紫外線照明を対象物に照射し，その表面から固体識

別が可能な特徴を取得できるものを二つのカメラ表１レン

ズ１・レンズ２で撮影した． 

 表 1. 撮影機材 

 製造元 型番 

カメラ ARTRAY ARTCAM-407UV-WOM 

レンズ１ μ・TRON FV2020UV 

レンズ２ μ・TRON FV4525UV 

紫外線照明 AItec LSP30x30-100UV 

 
図 1.環境図 

3.1 紫外線画像 

紫外光で撮影した印鑑の印面を撮影した画像を図 2

に示す.同様に，ウール織布とデニム布の表面を撮影し

た画像を図 3に示す． 

 

 
図 2. 印面の可視画像 

     
図 3. 印面の紫外線画像 

   
図 4. ウール織布とデニム布の紫外線画像 

図2と図3において，紫外線画像と可視画像で比較す

ると印面奥の彫り跡の凹凸が可視画像では判別できない

ことがわかる． 

図 3 において，量産された印鑑であっても，印面文字

部分の形状差異だけでなく，印面奥の彫り跡の凹凸の判

別が可能であることがわかる．すなわち印鑑固体識別に，

印影に加えて彫り跡の凹凸情報を利用できると判断した． 

図 4 において，可視光では布の織り方までは識別でき

るが，紫外光では糸の繊維パタンまで捉えることができる．

すなわち布の素材の識別にも利用できると判断した． 

4. まとめ 

本研究では紫外線カメラを用いた個体識別に利用可

能な物体についての検討を行った．可視画像では識別

できず，紫外線画像で識別できる情報の発見が個体識

別の要件である．室内照明では十分な紫外光が得られ

ないため，紫外線照明を使用し画像を取得した．取得し

た画像から印鑑と布において印鑑の個体識別や布の素

材の識別ができるという結論に至った． 
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